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日

号
外

ペ
ー
ジ

四
〇

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校

歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の

公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定

め
る
政
令
第
十
二
条
第
二
項

第
二
号
並
び
に
公
立
学
校
の

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び

学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補

償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
施

行
規
則
第
六
条
第
一
項
及
び

第
二
項
並
び
に
第
七
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
遺
族
補
償
年

金
、
障
害
補
償
年
金
、
障
害

補
償
年
金
前
払
一
時
金
及
び

遺
族
補
償
年
金
前
払
一
時
金

の
額
に
乗
ず
る
率
を
定
め
る

件

三
一
68

四
一

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校

歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の

公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定

め
る
政
令
第
一
条
の
二
第
一

項
及
び
第
一
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
長
期
療

養
者
の
休
業
補
償
及
び
年
金

た
る
補
償
に
係
る
補
償
基
礎

額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高

限
度
額
を
定
め
る
件

三
一
68

四
二

強
制
執
行
、
仮
差
押
え
及
び

仮
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
海
外
の
美
術
品
等
を
指

定
す
る
件

三
一
68

四
三

大
型
再
処
理
施
設
放
射
能
影

響
調
査
交
付
金
交
付
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
告
示

三
一
68

四
四

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構
が
処
分

す
る
放
射
性
廃
棄
物
の
量
に

相
当
す
る
も
の
の
算
定
方
法

を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
一
68

〇
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省

一

公
認
心
理
師
法
施
行
規
則
第

三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生

労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
施

設
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇
特23

二

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
附
則
第

八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第

五
号
の
文
部
科
学
大
臣
及
び

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基

準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告

示

三
一
68

三

ヒ
ト
受
精
胚
の
作
成
を
行
う

生
殖
補
助
医
療
研
究
に
関
す

る
倫
理
指
針
及
び
ヒ
ト
受
精

胚
に
遺
伝
情
報
改
変
技
術
等

を
用
い
る
研
究
に
関
す
る
倫

理
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る

告
示

三
一
68

四

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則

第
二
十
三
条
の
五
の
三
第
二

項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
事
項
の
一

部
を
改
正
す
る
件

三
一
68

〇
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、

経
済
産
業
省

一

人
を
対
象
と
す
る
生
命
科

学
・
医
学
系
研
究
に
関
す
る

倫
理
指
針
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
七
61

二

〇
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、

国
土
交
通
省

一

激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め

の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
規
定
に

基
づ
き
、
令
和
四
年
等
に
発

生
し
た
激
甚
災
害
に
係
る
特

定
地
方
公
共
団
体
の
指
定
を

す
る
件

一
五
51
一
二

〇
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省

一

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示

三
一
68

〇
文

化

庁

二

登
録
記
念
物
を
管
理
す
べ
き

地
方
公
共
団
体
を
指
定
す
る

件

二

五

三八

史
跡
を
管
理
す
べ
き
地
方
公

共
団
体
を
指
定
す
る
件

一
六

一

九
一
〇

天
然
記
念
物
を
管
理
す
べ
き

地
方
公
共
団
体
を
指
定
す
る

件

一
六

二

〇
厚
生
労
働
省

五
七

医
療
法
第
四
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
特
定
機
能

病
院
と
称
す
る
こ
と
を
承
認

し
た
件

一

五

五
八

使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基

準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
43
一
四

五
九

療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並

び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示

事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

三
43

六
〇

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行

規
則
第
五
十
五
条
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
予
定
利
率

の
一
部
を
改
正
す
る
件

六
44

四

六
一

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行

規
則
第
四
十
三
条
第
二
項
第

一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す

る
予
定
利
率
の
下
限
及
び
基

準
死
亡
率
の
一
部
を
改
正
す

る
件

六
44

四

六
二

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及

び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
も
の
と
さ
れ
た
公
的
年
金

制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性

の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政

令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃

止
前
の
厚
生
年
金
基
金
令
第

三
十
九
条
の
三
第
三
項
に
規

定
す
る
予
定
利
率
及
び
予
定

死
亡
率
の
一
部
を
改
正
す
る

件

六
44

四

六
三

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及

び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
八

条
に
規
定
す
る
責
任
準
備
金

相
当
額
の
算
出
方
法
の
一
部

を
改
正
す
る
件

六
44

五

六
四

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働

大
臣
が
基
準
を
定
め
て
指
定

す
る
医
療
機
器
の
一
部
を
改

正
す
る
件

七
45

二

六
五

補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得

し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た

財
産
の
処
分
制
限
期
間
の
一

部
を
改
正
す
る
件

七
45

四


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